
１．意見募集期間

令和３年１２月２７日（月）～令和４年１月２６日（水）

２．意見提出者数（件数）

３１人（８６件）

３．意見提出方法

４．意見概要

方法 人数 構成比

持参 １０人 ３２．３％

郵送 １人 ３．２％

ＦＡＸ １人 ３．２％

電子メール １９人 ６１．３％

合計 ３１人 １００．０％

項目 主な意見 意見数

高の原幼稚

園の閉園

・３園の中で高の原幼稚園が閉園されるのは反対

・閉園ではなく他の２園同様に認定こども園に移行する選択肢

はないのか

・一番新しく面積の広い園が閉園になるのは理解できません

・閉園により子育て世帯の流入が減少し、子ども達の教育環境

の悪化や地域自体の衰退化が心配です

・木津幼稚園、相楽幼稚園、相楽保育園を統合して、高の原幼

稚園を認定こども園化は考えられないのか

３４

教育・運営

内容等

・公立園には、ゆったりとのびのびとした環境の良さがある

・３歳児はバスにも乗れず、弁当持参です

・年少の間はお弁当なので、アレルギーのある我が子にとって

はありがたく、悲しい思いをせずみんなと昼食が取れます

・他市はもっと充実した預かり保育を行っています

・魅力ある教育内容なのか、願いに応えるものとなっているか

分析する必要があるのではないでしょうか

２０

保育時間 ・近隣の私立幼稚園は平日全て午後保育です

・入園希望者が減少したのは保育時間の短さが原因である

・年少の降園時間を年中・年長と同じにすれば希望者が増える

・降園時間の違いからきょうだい同時在園は負担が強いられる

１０

子ども・子育て会議
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※この表の意見数はパブリックコメント意見数（８６件）をさらに項目ごとに分類

したものです

公表時期 ・来年度の園児募集の後に閉園計画案の説明がなされた

・もう少し早くお知らせいただければ、検討材料にできた

・入園が決まってからで、きょうだいで別の園は考えられない

・発表のタイミングと検証期間の短さに不安、怒り、驚きでい

っぱいです。

１１

募集定員 ・３歳児の募集が少なすぎます

・３歳児の受け入れを増やせば園児数を増やすことは可能

・そもそも施設の定員数の募集が実施されていない

８

認定こども

園への移行

・用途変更する場合は、建築基準法上慎重に進めて頂きたい

・認定こども園の実態と課題について説明してほしい

・移行は反対ではないが、全ての園を移行してから考えるべき

８

支援を必要

とする児童

・支援の必要な子どもはバス通園、長時間移動は負担が大きい

・午前保育などが療育と組み合わせて利用しやすい

・支援が必要な子どもに人件費をかけてあげてください

７

職員配置等 ・公立保育所同様に、正規職員の採用を怠ってきた

・国に対して大幅な待遇改善を要望してください

・正規非正規の違いは働く人にも子ども達にもいいことはない

７

検討経過 ・減少要因の分析を慎重に行い、この案を再考する必要がある

・検討会を立ち上げるべき

・子どもを中心に据え、多面的な観点から検討することを願う

５

入園・在園

保障

・兜台こども園に対して、幼稚園枠を増やし、高の原地域の子

どもを優先するよう指示する検討はされているか

・途中で閉園や転園ではなく、卒園まで保育されるので、安心

しています

４

適正規模 ・規模基準など保護者等の意見を聞き、市民参加で検討すべき

・３歳児で１０人、４・５歳児で２０人程度がふさわしい

３

運営経費 ・園児が減れば一人あたりの経費が上がるのはあたりまえ

・園児一人当たりで比較する数値を強調すると、幼稚園費総額

が５２％も増えていると誤解を与えかねません

３

施設の活用 ・近隣住民の意見を聞き、どういう計画を考えているのか教え

ていただきながら進めていただきたい

２

意見募集の

方法

・個人情報の記入が多く、これでは意見がしにくい方もおおい

のではないか

２


